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1.  平成21年12月期第1四半期の業績（平成21年1月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第1四半期 1,838 36.8 288 43.0 308 46.5 181 47.9
20年12月期第1四半期 1,343 △6.9 201 △19.9 210 △18.3 122 △18.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第1四半期 1,889.15 1,766.16
20年12月期第1四半期 1,246.89 1,139.55

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第1四半期 5,087 3,397 66.3 35,179.03
20年12月期 4,867 3,348 68.3 34,618.28

（参考） 自己資本   21年12月期第1四半期  3,371百万円 20年12月期  3,322百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― 0.00 ― 1,200.00 1,200.00
21年12月期 ―

21年12月期 
（予想）

0.00 ― 1,300.00 1,300.00

3.  平成21年12月期の業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

3,300 16.6 480 6.8 500 8.6 270 12.2 2,770.19

通期 6,900 14.1 1,040 8.7 1,070 10.8 590 11.0 6,053.37
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4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第1四半期 101,860株 20年12月期  101,860株

② 期末自己株式数 21年12月期第1四半期  6,033株 20年12月期  5,874株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年12月期第1四半期  95,956株 20年12月期第1四半期  98,293株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の
変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は添付資料の４ページを参照してください。 
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 当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に起因した大手証券会社の破綻等に

より、金融市場の混乱を招き、雇用情勢の悪化から個人消費も低迷する中、経済対策の効果も未だ表れず、引き続き

景気停滞の状況となっております。  

 このような状況の中、当社の主要事業であるインターネットマーケティングサービス分野は、ADSLや光ファイバー

等のブロードバンドの普及、インターネット利用者やブログ（日記形式のWebサイト）開設者の増加、携帯電話での

データ通信利用者の拡大によるトラフィック数（データ通信量）の増加、電子商取引推進企業の広がりとともに、今

後も引き続き拡大が予測されております。また、昨今の景気低迷の影響を受けて、広告主はより費用対効果の高い広

告であるアフィリエイト広告を再評価しはじめており、個人消費も節約志向からインターネットの利用頻度が伸びて

おります。 

 当第１四半期会計期間におきましては、広告主やパートナーサイトの管理画面やブログサービスのリニューアルな

どユーザビリティの向上や、広告主とパートナーサイトの関係をより強固なものにするためのコミュニケーション、

サービス品質向上を重視した営業活動を行いました。また、アフィリエイト広告と純広告を組み合わせた提案などを

強化しました。この結果、当第１四半期会計期間の売上高は、1,838,203千円（前年同期比36.8％増）となりまし

た。また、営業利益は、288,333千円（前年同期比43.0％増）、経常利益は営業外収益に受取利息を16,863千円、デ

リバティブ評価益を5,600千円計上したことなどにより308,708千円（前年同期比46.5％増）となり、当期純利益は

181,275千円（前年同期比47.9％増）となりました。   

    

 なお、主力サービスであるアフィリエイト広告サービスにおける事業年度末（当第１四半期末）の利用広告主数

（稼働広告主ID数）、参加メディア数（登録アフィリエイトサイト数）は、下記のとおりであります。  

  

［アフィリエイト広告サービスの状況に関する定性的情報等］ 

 当第１四半期末における、パソコン向けアフィリエイト広告サービス「エーハチネット」の状況は、利用広告主数

が2,141社、参加メディア数が736,124サイトとなりました。一方、携帯向け同サービス「モバハチネット」及び「ア

ドカボ」においては、利用広告主数の合計が897社、参加メディア数の合計が57,196サイトという結果になりまし

た。当第１四半期末における両サービスを合わせた利用広告主数は3,038社（前期末比102.7％）、参加メディア数は

793,320サイト（前期末比106.2％）になっております。 

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

○ サービス区分別の売上高の内訳 （千円未満切捨て）

サービス区分 
平成21年12月期第１四半期 平成20年12月期第１四半期 平成20年12月期

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

パソコン向け 
アフィリエイト広告サービス 1,295,521  70.5 1,098,678 81.7 4,743,661 78.5 

携帯向け 
アフィリエイト広告サービス  387,133  21.1 194,286 14.5 1,015,333 16.8 

自社媒体運営  39,116  2.1 40,385 3.0 160,949 2.7 

他社媒体広告販売  116,313  6.3 10,405 0.8 121,272 2.0 

その他売上  118  0.0 143 0.0 3,515 0.0 

総売上高  1,838,203 100.0 1,343,899 100.0 6,044,731 100.0 

サービス 区分  
平成21年12月期 

第１四半期 
平成20年12月期 

パソコン向け 
アフィリエイト広告サービス 
「エーハチネット」  

稼働広告主ID数 2,141 2,184 

登録アフィリエイトサイト数 736,124 695,391 

携帯向け 
アフィリエイト広告サービス 
「モバハチネット」及び「アドカボ」 

稼働広告主ID数 897 773 

登録アフィリエイトサイト数 57,196 51,385 

当社 
アフィリエイト広告サービス 
合計 

稼働広告主ID数 3,038 2,957 

登録アフィリエイトサイト数 793,320 746,776 
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 なお、当第１四半期末の「エーハチネット」の利用広告主数が前期末と比較し減少しているのは、新規稼働広告主

ID数が減少したためであります。 

 このような状況を鑑み、前期から引き続き当社営業体制の強化、コンサルティングの品質向上やサービス内容の見

直し、プロモーション内容の改善等を推進しております。 

  

（総資産）  

 当第１四半期末における総資産は、前事業年度末に比べて220,010千円増加し5,087,970千円となりました。前事業

年度末からの主な増加原因としましては、現金及び預金が1,330,769千円（前事業年度末は1,139,890千円）と

190,878千円増加したこと、売掛金が775,976千円（前事業年度末は711,018千円）と64,957千円増加したことによる

ものであります。 

（負債）  

 当第１四半期末における負債は、前事業年度末に比べて170,389千円増加し1,690,113千円となりました。前事業年

度末からの主な増加原因としましては、未払法人税等が112,774千円（前事業年度末は213,000千円）と100,225千円

減少した一方、買掛金が1,092,827千円（前事業年度末は952,456千円）と140,371千円増加したこと、未払金が

177,651千円（前事業年度末は83,368千円）と94,283千円増加したこと、未払配当金が36,053千円（前事業年度末は

3,753千円）と32,300千円増加したことによるものであります。 

（純資産）  

 当第１四半期末における純資産は、前事業年度末に比べ49,621千円増加し3,397,856千円となりました。前事業年

度末からの主な増加原因としましては、配当金の支払により115,202千円減少、自己株式の取得により15,591千円減

少した一方、四半期純利益を181,275千円計上したことよるものであります。この結果、当第１四半期末における自

己資本比率は66.3％となりました。   

  

 平成21年２月12日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。   

  

（簡便な会計処理）  

 固定資産の減価償却費の算定方法として定率法を採用している場合に、事業年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法としております。 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理） 

 該当事項はありません。 

  

１．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規

則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

２．貯蔵品については、従来、主として最終仕入原価法による原価法によっておりましたが、当第１四半期会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたこと

に伴い、主として最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。なお、これによる損益に与える影響はありません。  

  

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,330,769 1,139,890

受取手形及び売掛金 776,280 712,087

有価証券 829,730 1,135,316

その他 186,606 102,049

貸倒引当金 △28,309 △25,280

流動資産合計 3,095,076 3,064,064

固定資産   

有形固定資産   

建物 19,118 19,118

減価償却累計額 △6,820 △6,366

建物（純額） 12,298 12,752

工具、器具及び備品 144,935 147,078

減価償却累計額 △100,573 △98,226

工具、器具及び備品（純額） 44,362 48,851

有形固定資産合計 56,660 61,604

無形固定資産   

ソフトウエア 104,901 111,706

ソフトウエア仮勘定 41,616 40,605

その他 714 －

無形固定資産合計 147,232 152,312

投資その他の資産   

投資有価証券 1,570,745 1,365,816

その他 224,289 227,774

貸倒引当金 △6,034 △3,611

投資その他の資産合計 1,788,999 1,589,979

固定資産合計 1,992,893 1,803,895

資産合計 5,087,970 4,867,959
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,092,827 952,456

短期借入金 35,000 40,000

未払法人税等 112,774 213,000

賞与引当金 20,132 38,530

その他 341,510 185,388

流動負債合計 1,602,244 1,429,375

固定負債   

長期預り保証金 87,868 90,349

固定負債合計 87,868 90,349

負債合計 1,690,113 1,519,724

純資産の部   

株主資本   

資本金 928,100 928,100

資本剰余金 1,180,050 1,180,050

利益剰余金 1,920,868 1,854,795

自己株式 △578,551 △562,959

株主資本合計 3,450,467 3,399,985

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △79,366 △77,115

評価・換算差額等合計 △79,366 △77,115

新株予約権 26,755 25,365

純資産合計 3,397,856 3,348,235

負債純資産合計 5,087,970 4,867,959
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 1,838,203

売上原価 1,208,288

売上総利益 629,915

販売費及び一般管理費  

給料 113,833

貸倒引当金繰入額 7,124

賞与引当金繰入額 18,691

その他 201,932

販売費及び一般管理費合計 341,581

営業利益 288,333

営業外収益  

受取利息 16,863

デリバティブ評価益 5,600

その他 320

営業外収益合計 22,784

営業外費用  

支払利息 109

減価償却費 2,234

その他 64

営業外費用合計 2,409

経常利益 308,708

特別損失  

固定資産除却損 240

特別損失合計 240

税引前四半期純利益 308,467

法人税、住民税及び事業税 110,780

法人税等調整額 16,412

法人税等合計 127,192

四半期純利益 181,275

- 7 -

㈱ファンコミュニケーションズ（2461）　平成21年12月期　第１四半期決算短信



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 308,467

減価償却費 14,413

株式報酬費用 1,389

賞与引当金の増減額（△は減少） △18,397

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,451

受取利息及び受取配当金 △16,863

固定資産除却損 240

デリバティブ評価損益（△は益） △5,600

売上債権の増減額（△は増加） △66,615

仕入債務の増減額（△は減少） 140,371

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,568

前受金の増減額（△は減少） 3,115

未払金の増減額（△は減少） 473

預り保証金の増減額（△は減少） △2,480

その他 8,818

小計 381,353

利息及び配当金の受取額 4,021

利息の支払額 △109

法人税等の支払額 △207,560

営業活動によるキャッシュ・フロー 177,704

投資活動によるキャッシュ・フロー  

投資有価証券の取得による支出 △193,500

投資有価証券の償還による収入 400,000

有形固定資産の取得による支出 △439

無形固定資産の取得による支出 △4,059

その他 1,065

投資活動によるキャッシュ・フロー 203,066

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △5,000

自己株式の取得による支出 △16,568

配当金の支払額 △68,323

財務活動によるキャッシュ・フロー △89,892

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 290,878

現金及び現金同等物の期首残高 1,139,890

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,430,769
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期損益計算書 

前第１四半期累計期間（平成20年１月１日～３月31日） 

  

科目 

前年同四半期
（平成20年12月期 
第１四半期） 

金額（千円）

Ⅰ 売上高  1,343,899

Ⅱ 売上原価  765,617

売上総利益  578,281

Ⅲ 販売費及び一般管理費  376,678

営業利益  201,603

Ⅳ 営業外収益  9,532

Ⅴ 営業外費用  395

経常利益  210,740

Ⅵ 特別利益  4,080

Ⅶ 特別損失  5,385

税引前四半期純利益  209,435

法人税、住民税及び事業税  62,910

法人税等調整額   23,965

四半期純利益  122,560
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前第１四半期累計期間（平成20年１月１日～３月31日） 

（２）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書

  
前年同四半期

（平成20年12月期 
第１四半期） 

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシ
ュ・フロー      

税引前当期純利益   209,435

減価償却費   11,472

賞与引当金の増減額  △21,311

貸倒引当金の増減額  △4,557

受取利息及び配当金  △7,078

固定資産除却損   5,385

投資有価証券売却益  △600

売上債権の増減額  △23,159

仕入債務の増減額   42,365

未払消費税等の増減額   1,677

前受金の増減額  △17,980

未払金の増減額   8,716

預り保証金の増減額   5,800

その他   6,897

小計  217,062

利息及び配当金の受取額  5,395

利息の支払額  △137

法人税等の支払額  △190,074

営業活動によるキャッシ
ュ・フロー  32,246

Ⅱ 投資活動によるキャッシ
ュ・フロー      

投資有価証券の売却による
収入   100,600

投資有価証券の償還による
収入   1,000,000

投資有価証券の取得による
支出  

△1,299,655

有形固定資産の取得による
支出  

△6,793

無形固定資産の取得による
支出  

△14,974

投資活動によるキャッシ
ュ・フロー 

△220,823
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前年同四半期

（平成20年12月期 
第１四半期） 

区分 金額（千円）

Ⅲ 財務活動によるキャッシ
ュ・フロー      

短期借入金の増減額  △5,000

自己株式の取得による支
出  

△122,444

配当金の支払額  △72,397

財務活動によるキャッシ
ュ・フロー 

△199,841

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る
換算差額 

－

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加
額（又は減少額） 

△388,419

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首
残高  1,504,936

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末
残高  1,116,517
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 該当事項はありません。  

  

６．その他の情報
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